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大
き
い
も
の
）
や
竹
（
枝
付
き
）

を
利
用
し
て
つ
る
の
誘
引
を
行

い
ま
す
。（
図
参
照
）

追
肥
は
３
月
下
旬
頃
か
ら
、

さ
や
を
確
認
し
て
化
成
肥
料
を

少
量
株
の
外
側
に
ま
き
ま
す
。

収　

穫
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
（
平
サ
ヤ
）

は
実
が
目
立
つ
前
に
収
穫
し
ま

す
。ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
、
実

が
太
っ
て
き
た
こ
ろ
、
さ
や
が

み
ず
み
ず
し
い
う
ち
に
収
穫
し

ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
皮
が

硬
く
な
る
の
で
、
早
め
に
収
穫

し
ま
し
ょ
う
。

実
エ
ン
ド
ウ
は
、
さ
や
に
し

栽
培
管
理

播
種
、
播
種
間
隔

う
ね
幅
１
８
０
㎝
に
株
間
20

～
25
㎝
で
、
２
粒
ず
つ
１
条
に

直
に
ま
き
ま
す
。

施
肥
、
播
種
後
管
理

植
え
付
け
の
２
週
間
前
に
10

㎡
あ
た
り
苦
土
石
灰
１
㎏
、
堆

肥
10
㎏
を
ま
い
て
耕
う
ん
し
ま

す
。そ

の
１
週
間
後
に
10
㎡
あ
た

り
高
度
化
成
肥
料
５
０
０
ｇ
を

ま
い
て
耕
う
ん
後
、
畝
を
作
り

ま
す
。

エ
ン
ド
ウ
は
つ
る
が
伸
び
始

め
た
ら
、
ネ
ッ
ト
（
目
合
い
の

わ
が
で
は
じ
め
、
実
の
太
り
が

目
立
っ
て
き
た
ら
収
穫
し
ま

す
。

病
害
虫
防
除

う
ど
ん
こ
病
、
ハ
モ
グ
リ
ハ

エ
の
被
害
の
発
生
が
多
い
の
で

早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
薬

剤
は
指
導
機
関
の
指
導
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

しまなみ農業だより

エ
ン
ド
ウ
の
栽
培

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

●
豆
類
は
連
作
を
避
け
ま
す
。
同
一
場
所
で
連

作
す
る
と
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。（
い
や
地
）

●
乾
燥
、
過
湿
を
嫌
い
、
良
く
肥
え
た
土
壌
を

好
み
ま
す
。

●
酸
性
土
壌
を
嫌
う
の
で
、
苦
土
石
灰
等
を
ま

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

品　

種
さ
や
の
平
た
い
時
期
に
収
穫
す
る
サ
ヤ
エ
ン

ド
ウ
、
さ
や
ご
と
食
べ
る
丸
さ
や
の
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
実
を
食
べ
る
実
エ
ン
ド
ウ
が
あ
り

ま
す
。 エ

ン
ド
ウ
の
秋
ま
き
栽
培
は
春
先
の
晩
霜
に
よ
り
作
柄
が
左
右

さ
れ
る
の
で
、
栽
培
す
る
場
所
や
種
ま
き
時
期
を
早
め
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
春
に
収
穫
す
る
豆
類
の
代
表
で
あ

る
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

 作　型（◦種まき、■収穫）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

エンドウ
（直まき）

■■■ ■■ ◦～◦

図　エンドウの誘引方法（春以降）

看
護
師
等
の
再
就
職
相
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会
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加
者
募
集

　
　

公
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媛
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看
護
協
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９
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０
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問

TEL

医
療
・
福
祉
分
野
で
働
く

看
護
師
等
の
、
無
料
再
就
職

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対　

象　

圏
域
の
定
年
退
職

予
定
あ
る
い
は
50
代
以
上
の

現
役
看
護
職
、
未
就
職
看
護

職
求
人
側（
中
小
規
模
病
院
・

介
護
施
設
等
で
採
用
を
予
定

す
る
施
設
の
代
表
）

参
加
費　

無　

料

日　

時

●
11
月
９
日（
水
）
13
時
～

15
時
30
分
／
愛
媛
看
護
研
修

セ
ン
タ
ー
２
階
大
研
修
室

●
11
月
10
日（
木
）
13
時
～

15
時
30
分
／
銅
夢
に
い
は
ま

２
階
研
修
室

申
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加
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台

風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
天

気
予
報
や
気
象
庁
か
ら
発
表
さ

れ
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど

の
情
報
収
集
、
避
難
場
所
の
確

認
、
自
宅

で
不
安
や

危
険
を
感

じ
た
時
に

は
、
崖
か

ら
離
れ
た

場
所
や
２

階
で
の
滞

在
・
就
寝

な
ど
を
心

が
け
、
災

害
の
予
防

に
つ
と
め

ま
し
ょ

う
。

林
野
火
災
時
の

連
携
強
化
の
た
め
に

８
月
26
日（
金
）、
弓
削
地
区

（
弓
削
物
揚
場
及
び
石
灰
山
）

に
お
い
て
、
林
野
火
災
時
に
お

け
る
消
防
活
動
の
連
携
強
化
を

目
的
と
し
た
、
愛
媛
県
消
防
防

災
航
空
隊
と
上
島
町
消
防
署
に

よ
る
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

消防だより

全
国
大
会
入
賞
！

第
45
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

先
月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
８
月
24
日（
水
）、
松
山

市
中
央
公
園
に
お
い
て
、
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
９
地
区

か
ら
選
抜
さ
れ
た
救
助
隊
員
約

１
０
０
０
名
が
集
ま
り
、
日
頃

か
ら
鍛
え
抜
い
た
救
助
技
術
を

競
う
大
会

で
す
。

上
島
町

消
防
本
部

か
ら
は
、

水
上
種
目

の
「
溺
者

搬
送
」に
、

穂
積
消
防

副
士
長
と
池
上
消
防
副
士
長
の

両
名
が
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て

出
場
し
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

今
後
も
消
防
救
助
技
術
、
体

力
及
び
精
神
力
の
向
上
を
図

り
、
現
場
活
動
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

梅
雨
前
線
に
よ
る

土
砂
災
害
に
つ
い
て

６
月
の
梅
雨
前
線
の
停
滞
に

よ
る
大
雨
等
に
よ
り
、
町
内
に

お
い
て
も
、
多
く
の
土
砂
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
個
人

住
宅
の
裏
、
畑
・
山
林
、
道
路

な
ど
の
法

面
の
土
砂

崩
れ
で
し

た
。今

後
も

台
風
や
全

国
的
に
増

訓
練
で
は
、
上
島
町
消
防
署

が
消
火
バ
ケ
ツ
へ
給
水
し
、
愛

媛
県
防
災
ヘ
リ
で
吊
り
上
げ
、

上
空
か
ら
散
水
す
る
消
火
訓
練

や
石
灰
山
中
腹
へ
の
隊
員
投

入
、
回
収
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。今

後
も
、
更
な
る
連
携
強
化

と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

各
地
区
に
お
い
て
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成28年８月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 30
生　　　　名 0 7
岩　　　　城 1 13
魚　　　　島 0 1
合　　　　計 0 51
平成28年累計 4 320

平成28年８月31日現在

火災・救急・救助は

119
【上島町消防署】
　77-4118TEL

溺者搬送中！

（左）穂積消防副士長（右）池上消防副士長

消火バケツへの給水訓練消火バケツ吊り上げ訓練

隊員投入・回収訓練

絶妙なスタート！

弓　削 76件
生　名 68件
岩　城 22件
魚　島 ８件
合　計 174件

土砂災害等の被害状況


